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資料③：南城市地域公共交通網形成計画の 

策定について 
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 持続可能な公共交通ネットワークの形成に向け、地方公共団体

が交通事業者など地域の関係者と連携して策定する公共交通のマ

スタープラン 

 

1 地域公共交通網形成計画の概略 

1.1 地域公共交通網形成計画の目的と位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き（国土交通省） 

図-1.地域公共交通網形成計画の位置づけ  

●平成 25 年 12 月に施行された「交通政策基本法」では、地方公共団体が中心となり、まちづ

くりと連携した面的な公共交通ネットワークを構築することを求めており、そのためのマスタ

ープランとして「地域公共交通網形成計画」（略称：網形成計画）が創設されました。 

●地域公共交通網形成計画は、地域公共交通を一体的に形作り、持続的な交通体系の形成を目指

して、地域全体の公共交通システムのあり方及び住民・交通事業者・行政の役割を定めます。

●なお、網形成計画で検討した公共交通ネットワークの再構築を支援する事業として、「地域公

共交通再編事業」があり、同事業を実施するための計画として「地域公共交通再編実施計画」

があります。 

●日常生活等に必要不可欠な交通手段の拡充 

●まちづくりの観点から交通施策の促進 

●関係者相互間の連携と協働の促進 等 

交通政策基本法(H25.12) 

地域公共交通網形成計画 

地域公共交通再編実施計画 

●面的な公共交通ネットワークを再構築するための計画 

地域公共交通再編事業 

●面的な公共交通ネットワークを再構築するための事業 
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1.2 網形成計画策定のメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き

●手引き（地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き）では、

網形成計画策定のメリットとして、「地域公共交通政策の『憲法』」、「まちづくりとの連携強化」、

「関係者間の連携強化」、「公共交通機関同士の役割分担の明確化と連携強化」「公共交通担当

者の『遺言』(政策の継続性)」の５つが示されています。 

メリット① 地域公共交通政策の「憲法」 

 網形成計画・再編実施計画は、「⾃分たちの地域ではこのような考え⽅で公共交通ネットワークを整備します」と

いう宣⾔⽂です。地域の⽅々から寄せられる「なぜこの地域にバスが通っていて、別の地域には通っていないの

か︖」、「どういう基準で公共交通サービスを導⼊しているのか︖」といった、交通政策の在り⽅や個⼈事業の実施

理由や効果に関する問いかけに明確に回答することができるようになります。また、計画に事業の位置付けが明確

化されることによって事業実施の根拠となり、予算化や補助申請、庁内での協議がスムーズとなることも考えられ

ます。 

 

メリット② まちづくりとの連携強化 

 活性化再⽣法の改正により、まちづくりと連携した⾯的な公共交通ネットワークを再構築することが明記された

ことで、コンパクトな都市構造の実現 

 

メリット③ 関係者間の連携強化 

 法定会議を設置して、協議・意⾒交換・合意のもとに計画策定を進めることで、⾏政の動きと歩調を合わせた⺠

間の計画を⽴てることができるとともに、新たな問題を解決するための協調⾏動を話し合うこともできます。また、

こうした関係者間の連携の強化を継続することは、公共交通の正のスパイラルへの転換のきっかけづくりとなり得

ます。 

 

メリット④ 公共交通機関同⼠の役割分担の明確化と連携強化 

 網形成計画は単⼀の公共交通機関の運⾏計画ではなく、地域全体の公共交通を「ネットワーク」として総合的に

捉えるものです。網形成計画の策定をきっかけに、地域全体のネットワークの在り⽅について、鉄道、バス、タク

シーなどを⼀体として検討し、各地域で活⽤できる公共交通機関全体の連携を強めたり、効率性を⾼めるための⽅

針や⽬標、事業を関係者全体で考えたりすることができる点がメリットです。 

 

メリット⑤ 公共交通担当者の「遺⾔」(政策の継続性) 

 地⽅公共団体の職員は数年間で異動してしまうことが多く、いくら優れた公共交通施策を実施しても、引継ぎが

うまく機能しない場合、担当者の変更によって⽅針がぶれてしまったり、事業が頓挫してしまったりする危険性が

あります。しかし、網形成計画・再編実施計画が「遺⾔」として次の担当者に引き継がれることにより、政策の継

続性が確保され、公共交通を着実に改善するとともに、諸⼿続の省⼒化ができるメリットもあります。
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1.3 網形成計画への記載事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画作成のための手引き 

図-2.網形成計画の構成例  

●手引きには、網形成計画の構成例として、「はじめに」の他に、「地域の現状等」、「上位関連計

画の整理」、「公共交通の現状等」、「地域公共交通の役割と課題整理」、「網形成計画策定の背景」、

「基本的な方針」、「計画の目標」、「目標達成ための施策・事業」、「計画の達成状況の評価」の

9 項目が示されています。 

●「南城市地域公共交通網形成計画」は、おおむね手引きに沿った構成で策定します。 
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～参考 将来の交通ネットワーク形成のイメージ（岐阜市地域公共交通網形成計画）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【現状】 

【将来】 

「岐阜市地域公共交通網形成計画」では、現

状と将来の交通ネットワークのイメージが示

され、将来は「中心市街地」と「利便施設の

集まった生活の拠点」が幹線バスや、BRT の

公共交通軸で結ばれ、その周辺に「居住が集

積した暮らしの場」が形成されるイメージが

示されています。 
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～参考 基本方針、目標、評価指標、目標値の例（久留米市地域公共交通網形成計画）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「久留米市地域公共交通網形成計画」では、基本方針、目標、目標値が段階的に、体系的に整理

されています。 
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～参考 目標達成のための施策例（佐世保市地域公共交通網形成計画）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「佐世保市地域公共交通網形成計画」では、基本方針のもと、ネットワークの見直しや、公共交

通機関相互の連携、競合区間の見直しの他、情報提供、IC カードの機能拡充といった利用促進

のためのサービス向上に関する施策についても検討されています。 
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2 南城市地域公共交通網形成計画の策定方法 

2.1 将来の公共交通ネットワークのイメージ 

 

 

 

 

 

 

図 将来の公共交通ネットワークのイメージ 

  

中核地～那覇空港・

那覇中心部を結ぶバ

スの導入 

那覇向けの幹

線的な路線バ

スの再編 

中核地を中心とした

近隣市町村へのバス

路線の再編 

中核地と主要観光施

設を結ぶ周遊バス又

はタクシーの導入 

公共駐車場を

活用した P&R

の導入 

中核地からの二次交通の充実 

●コミュニティバス、デマンドバスの接続

●タクシーベイの整備 

●レンタカーステーションの整備 

おきなわ 

ワールド 

安座真港

斎場御嶽

玉城

知念 

佐敷

大里 

八重瀬 

那覇中心部 

那覇空港 

中核地と各拠点を結ぶコ

ミュニティバスの導入 

安座真港へのバス

停位置の移動、ダイ

ヤの連携 

Ｐ

MICE 

全体 

●「おでかけなんじぃ」の運行 

●共通運賃制度導入の検討 

高速道路 

●将来の公共交通体系は、南部東道路を活用した那覇市中心部・那覇空港と中核地を結ぶ路線バ

スを軸とした体系を想定しています。 

●中核地と各拠点(玉城、知念、佐敷、大里)を結ぶ路線バスやコミュニティバス、また、公共駐

車場を活用した P&R により、中核地へのアクセスを確保します。 
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例えば・・・ 

 中核地～那覇市中心部・那覇空港を連絡する路線バスを導入することで、 

   

 
   

 

   

 

   

 
   

 

   

  

市民は、那覇市までの定時性、速達性が高まり、通勤・通学や、通院、買い物、レジャー等の 

利便性が高まります。また、空港まで送迎する必要もなくなります。 

観光客は、これまで空港から乗り継いで南城市に来ていた方が、直通で南城市まで往復でき、 

また、空港、那覇市との所要時間が短縮することで、観光に回せる時間が増加します。 

観光事業者は、観光客の南城市への訪問機会、滞在時間が増加することで、増収が期待されます。

バス事業者は、一定の利用が見込まれる路線を運行することで、収益の柱にすることが期待できま

す。（空港と海洋博公園等北部地域を結ぶ「やんばる急行バス」は、訪日外国人の増加もあり、2013

年から 2015 年で利用者数が 5 倍に増加しています） 

タクシー事業者は、多くの観光客が中核地まで訪れることで、中核地からの南城市内の斎場御嶽や

おきなわワールドなどの観光地までの送迎の需要や、中核地からの観光タクシーの運行等が期待され

ます。 

船舶事業者は、中核地から安座真港までの路線バス等の連絡手段が確保されることで、 

観光客の利用増加が期待されます。 
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2.2 網形成計画策定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●網形成計画は、下記のフローでの策定を考えます。 

●計画策手のため、過年度調査結果の活用の他、「アンケート調査」、「ヒアリング調査」、「先進

事例の情報収集」、「ワークショップ」の実施・開催を予定しています。 

5．基本的な方針の検討 

9．地域公共交通網形成計画の策定 

４．地域公共交通の役割と課題の整理 

３．公共交通の現状整理 

２．上位関連計画の整理 

１．地域の現状の整理 

基本的な方針の提案 

地域公共 

交通会議 

の開催 

①南城市における地域公共交通の役割 
②南城市における地域公共交通の実態 
③南城市における地域公共交通の課題 

地域公共交通に関する課題整理 

①地域が目指すべき将来像 
②公共交通が果たすべき役割 
③公共交通の活性化及び再生に向けた取組の

方向性 

南城市地域公共交通網 

形成計画の確定 

①パブリックコメント用の資料作成 

パブリックコメント 

第１回 

第２回 

第３回 

8．計画目標達成状況の

評価手法の検討 

ワーク 

ショップ 

の開催 

第１回

第３回

アンケート調査の

実施 

ヒアリング調査の

実施 

先進事例の情報

収集 

第２回

第４回 

6．計画目標の設定 

7．目標達成のための施策・事業の検討 第４回
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網形成計画の検討項目の各記載内容は、下記を想定しています。網形成計画策定に向けては、過

年度調査結果（「おでけなんじぃ」利用者や、観光客へのアンケート調査結果等）の他、今年度実施

するアンケート調査や、ヒアリング調査等の結果を活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.地域の現状の整理 
●人口、地勢、産業、土地利用、

施設立地等の基礎データ 

3.公共交通の現状整理 

4.地域公共交通の役割と課題

の整理 

5.基本的な方針の検討 

6.計画目標の設定 

7.目標のための施策・事業の検

討 

8.計画目標達成状況の評価手

法の検討 

9.地域公共交通網形成計画の

策定 

2.上位関連計画の整理 

アンケート調査 

●上位関連計画におけるまちづく

り、将来開発等の構想 

●上位関連計画における交通に関

する計画 

●上位関連計画における評価項

目、目標値 

●現状の公共交通網 

●公共交通の利用状況 

●交通施設の整備状況 

●公共交通に対するニーズ・要望

●交通拠点に関するニーズ・要望

●地域公共交通の役割と、役割か

らみた現状の課題 

●地域公共交通網形成計画策定の

背景 

●公共交通網形成の考え方 

●交通拠点整備の考え方 

●地域と公共交通網形成の考え方

●市外への公共交通の概略 

●市内の公共交通の概略 

●交通拠点の概略 

●評価のための PDCA サイクル 

●評価のための調査計画 

●計画目標の項目 

●目標値 

地域公共交通会議 

ヒアリング調査 

先 進 事 例の情

報収集 

ワークショップ 

●地域公共交通網形成計画の作成

南城市地域公共交通網 

形成計画策定の流れ

南城市地域公共交通網形成

計画への記載内容

上記に関する検討、意見交換 

過 年度 調査結

果 
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3 網形成計画策定に向けて実施する取組の概要 

網形成計画策定に向けた基礎データを収集するため、「アンケート調査」、「ヒアリング調査」、「先

進事例の収集整理」を実施します。また、策定する網形成計画に市民の意向をより具体に、詳細に

反映させ、実効性の高い計画策定を目指すため、「ワークショップ」も開催します。 

 

3.1 アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1.アンケート調査の概要(案) 

項目 内容 

実施目的 策定する「網形成計画」に、市民の公共交通の利用状況や、 

将来の公共交通網に対する要望等を反映するため 

調査対象 15 歳以上の南城市民 

調査方法 区長を通じた訪問配布、訪問回収 

配布票数 70 行政区×20 世帯＝1,400 世帯に配布 

調査票は 1 世帯に 3 人分同封、南城市の平均世帯人員が

2.6 人であることから、1400×2.6＝3,640 票配布 

回収票数 回収率 30％で約 1,000 票から回収を想定（民生委員によ

る配布回収を行った H24 調査の回収率は 54.5％） 

調査実施時期 平成 28 年 9 月 

主な把握項目 ●移動実態と公共交通の利用状況 

●公共交通の利用にあたっての問題点や要望 

●乗り継ぎ等の実態や問題点、要望 

●新たな公共交通網の考え方 

●新たな交通拠点の考え方 等 

  

●既存調査においても、交通弱者や市民の移動実態の把握は行っていますが、あらためて、将

来の南部東道路整備時や、中核地形成時における公共交通網や交通拠点に対するニーズを把

握するため、市民アンケートを実施します。 

●出来るだけ多くの市民の意見をより効率的に収集するため、平成 24 年度調査を参考に区長

を通じた訪問配布･訪問回収による調査を想定しています。 

●なお、アンケート調査票には、ワークショップへの参加呼びかけを行うため、チラシも同封

します。 
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アンケート調査の目的を踏まえ、下記の項目について把握し、網形成計画の策定に活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.アンケート調査の把握項目と網形成計画のアウトプットとの対応関係 

  

アンケート調査 【公共交通の現状整理】 

【地域公共交通の役割と課題の整理】

●現状の公共交通網 

●公共交通に対するニーズ・要望 

●公共交通の利用状況 

●交通拠点に関するニーズ・要望 

●交通施設の整備状況 

●地域公共交通の役割と、役割からみた

現状の課題 

＜移動実態と公共交通の利用状況＞ 

●外出先と移動手段 

●外出頻度 

●公共交通の利用状況 

●交通手段の選択理由 等 

【基本的な方針の検討】 

●地域公共交通網形成計画策定の背景 

●公共交通網形成の考え方 

●交通拠点整備の考え方 

＜公共交通の利用にあたっての問題点･要望＞

●公共交通利用の問題点 

●公共交通を利用しない理由・利用条件 等 

＜乗り継ぎ等の実態・問題点・要望＞ 

●公共交通の乗り継ぎ利用の有無・乗り継ぎ状

況 

●乗り継ぎの問題点（ダイヤ・情報） 

●パークアンドライド、キスアンドライドの実

施状況 等 

＜新たな公共交通網の考え方＞ 

●周辺市町村とのネットワークの考え方 

●市内のネットワークの考え方  

●南部東道路を活用した公共交通導入のアイ

デア、要望 等 

＜新たな交通拠点の考え方＞ 

●交通拠点整備の必要性 

●交通拠点に求める機能・施設 

●交通拠点活用のアイデア 等 

南城市地域公共交通網形成

計画へのアウトプット 
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3.2 ヒアリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-2.ヒアリング調査の概要(案) 

項目 内容 

実施目的 事業者を対象に、公共交通網、交通拠点に関する問題点や要望、交通拠点

の利活用の可能性・条件等の把握を目的にヒアリング調査を実施 

調査対象 バス事業者、タクシー事業者、旅客船事業者、観光バス会社、レンタカー

会社、旅行代理店、商業施設、医療福祉施設、観光施設、高校・PTA の

2４箇所 

調査方法 調査員の訪問による対面方式でのヒアリング(事前に調査票を送信) 

調査実施時期 平成 28 年 8 月～9 月 

主な把握項目 ●公共交通利用者の特性 

●公共交通の問題点や要望 

●新たな公共交通網の考え方 

●新たな交通拠点の考え方 

●公共交通との連携意向 等 

 

表-3.ヒアリング調査の対象(案) 

区分 調査対象 対象数 

交通事業者 バス事業者 東陽バス、沖縄バス、琉球バス交通 3 箇所

タクシー事業者 大里タクシー、山一交通 2 箇所

旅客船事業者 久高海運 1 箇所

観光バス会社 ゆいバス、カリー観光バス 2 箇所

小計 8 箇所

交通拠点の

利用･活用

先 

レンタカー会社 
OTS、オリックスレンタカー、ニッポンレンタカ

ー、タイムズレンタカー 等 

4 箇所

旅行代理店 JTB、近畿日本ツーリスト、沖縄ツーリスト 等 3 箇所

小計 7 箇所

公共交通の

立ち寄り先 

商業施設 イオン大里店、ザ・ビッグ佐敷 2 箇所

医療福祉施設 沖縄メディカル病院 等 1 箇所

観光施設 
ユインチ・ホテル、おきなわワールド、がんじゅう

駅･南城 等 

3 箇所

高校・PTA 知念高校、向陽高校、南部商業高校等 3 箇所

小計 9 箇所

計 2４箇所

●事業者の立場から公共交通網形成の考え方や交通拠点の整備・利活用の意向を把握するため、

ヒアリング調査を実施します。 

●調査は公共交通に関係する「交通事業者」、「交通拠点の利用・活用先」、「公共交通の立ち寄

り先」を対象に実施します。 

●なお、「公共交通の立ち寄り先」については、過年度調査でもヒアリングを実施しており、ま

た、今回の調査は、公共交通網形成の考え方、交通拠点の整備・利活用の意向把握が主目的

であることから、「交通事業者」、「交通拠点の利用・活用先」を主な調査対象とします。 
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ヒアリング調査の目的を踏まえ、下記の項目について把握し、網形成計画の策定に活用します。 

 

 

図-4.ヒアリング調査の把握項目と網形成計画のアウトプットとの対応関係 

  

  

南城市地域公共交通網形成

計画へのアウトプット 

ヒアリング調査 【公共交通の現状整理】 

【地域公共交通の役割と課題の整理】

●現状の公共交通網 

●公共交通に対するニーズ・要望 

●公共交通の利用状況 

●交通拠点に関するニーズ・要望 

●交通施設の整備状況 

●地域公共交通の役割と、役割からみた

現状の課題 

＜公共交通利用者の特性＞ 

●公共利用者での来訪者の割合 

●公共交通利用者の特徴 等 

【基本的な方針の検討】 

●地域公共交通網形成計画策定の背景 

●公共交通網形成の考え方 

●交通拠点整備の考え方 

＜公共交通の問題点･要望＞ 

●利用者から寄せられる公共交通の問題点 

●公共交通への改善要望 等 

＜新たな公共交通網の考え方＞ 

●周辺市町村とのネットワークの考え方 

●市内のネットワークの考え方  

●南部東道路を活用した公共交通導入のアイ

デア、要望 等 

＜新たな交通拠点の考え方＞ 

●交通拠点整備の必要性 

●交通拠点に求める機能・施設 

●交通拠点活用のアイデア  

●交通拠点への進出の可能性･条件 等 

●地域と公共交通の連携の考え方 

＜公共交通との連携意向＞ 

●実施している公共交通との連携策 

●実施を検討している公共交通との連携策 

●公共交通との連携にあたっての課題 

●公共交通との連携策のアイデア 等 
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なお、調査対象と把握項目の関係は、下記のようになります。 

 

表 4.ヒアリング調査の把握項目と調査対象との対応関係 

把握項目 

調査対象 

バ
ス
事
業
者 

タ
ク
シ
ー
事
業
者 

旅
客
船
事
業
者 

観
光
バ
ス
会
社 

レ
ン
タ
カ
ー
会
社 

旅
行
代
理
店 

商
業
施
設 

医
療
福
祉
施
設 

観
光
施
設 

公共交通利用者の特性       ● ● ●

公共交通の問題点･要望 ●  ●   ● ● ● ●

新たな公共交通網の考え方 ● ● ● ●  ● ● ● ●

新たな交通拠点の考え方 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

公共交通との連携意向 ● ●  ●      

 

 

 

  



- 16 - 
 

 

3.3 先進事例の収集整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.先進事例の情報収集の実施フロー 

 

 

現時点では、下記に示すような事例が参考になると考えられ、今後、情報収集を進めていきま

す。 

表 5.既存資料による収集事例の例 

施策 市町村 概要 

幹線と支線へ

の区分 

岩手県盛岡市 ●ゾーンバスシステムの導入 

岐阜県岐阜市 ●幹線を中心とする路線再編と自治体と交通事業者が一

体となった BRT 化の推進 

広島県福山市 ●ゾーンシステムの導入 

福岡県福岡市 ●「西鉄大橋駅」を乗継拠点とした路線再編 

熊本県球磨村 ●総コミュニティバス化と村内路線全体の再編 

路線の編成の

変更 

埼玉県 

とぎがわ町 

●路線バスネットワークのスポーク化 

交通結節点の

利便性向上 

山形県鶴岡市 ●庄内地域の高速バス停のターミナル化 

佐賀県基山町 ●高速基山バス停パーク＆ライド駐車場 

 

  

既
存
資
料
に
よ
る
事
例
収
集

現
地
確
認
対
象
事
例
の
選
定 

現
地
確
認 

聞
き
取
り
調
査 

と
り
ま
と
め 

●公共交通網形成の考え方や交通拠点整備の考え方の参考にするため、南城市の課題に関連する

先進事例を収集整理します。 

●網形成計画策定においては、南部東道路や中核地の形成を見据えた公共交通網形成及び交通拠

点整備の考え方が主要なテーマであることから、類似する事例を既存資料により収集整理しま

す。 

●特に参考になると思われる箇所については、現地確認及び聞き取り調査を実施します。 
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3.4 ワークショップの開催 

 

 

 

 

 

表-6.ワークショップの概要（案） 

項目 内容 

実施目的 南城市の将来の公共交通網に関する市民意向を把握し、公共交通会議の検

討材料とする。 

参加者 南城市内に居住又は勤務している方。 

30 名程度（5～8 人のグループに分かれてグループ討議） 

募集方法 「広報なんじょう」及び南城市 HP での公募 

 参加者のイメージ 

区長等の住民代表、高校生、「おでかけなんじぃ」利用者、一般住民、

団体代表(老人会、女性会、観光協会等) 等 

※交通会議委員は適宜、オブザーバーとして参加 

開催 平成 28 年 9 月～12 月の毎月 1 回（全 4 回） 

※土曜日の午後開催を想定、1 回 3～4 時間 

その他 ※無報酬。希望者には、「おでかけなんじぃ」による送迎を実施 

 

表-7.各ワークショップの開催内容（案） 

回数 目的 アウトプット WS（ワークショップ）の内容 

第 1 回

(9 月) 

・南城市の今後のまちづく

りについて知る 

・網形成計画の策定につい

て知る 

・公共交通の現状を考える 

・市民が感じる公

共交通の現状に

ついて 

・WS についての説明 

・新たなまちづくりの動向についての説明

・網形成計画についての説明 

・公共交通の現状に関するグループワーク

第 2 回

(10 月) 

・南城市における公共交通

の役割を考える 

・あらたなまちづくりに向

けた公共交通の課題を

整理する 

・公共交通の役割

と役割に応じた

公共交通機関 

・公共交通の役割

を果たすために

解消すべき課題 

・前回 WS の確認 

・アンケート結果等の報告 

・今回のワーキングについての説明 

・公共交通の役割と課題に関する 

グループワーク 

第 3 回

(11 月) 

・南城市の公共交通網、交

通拠点のあるべき姿を

考える 

・公共交通網形成

の基本方針 

・交通拠点整備の

基本方針 

・前回 WS の確認 

・今回のワーキングについての説明 

・公共交通網についてのグループワーク 

・交通拠点についてのグループワーク 

第 4 回

(12 月) 

・基本方針に沿った具体の

取組について考える 

・公共交通ネット

ワーク案 

・交通拠点機能案 

・前回 WS の確認 

・先進事例の紹介 

・今回のワーキングについての説明 

・取組案についてのグループワーク 

 

●網形成計画に、議論を経て積み上げられた市民の意向を反映するため、ワークショップを開催

します。 

●ワークショップは、網形成計画市民案の策定ではなく、地域公共交通会議の検討材料として、

様々な考え方を提供することを目的に開催します。 

●ワークショップは、網形成計画の検討の流れに合わせて 4 回の開催を計画しています。 


